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2010年 1月から 2013年 12月までに軟部腫瘍にて当科を受診し、病理学的診断の得られた 180例（男





血流評価を行い、G分類 Grade III, IVを悪性と定義した。また、パワードップラー法(PD)で、腫瘍
内血流速度、抵抗値を比較した。造影剤は第 2世代超音波用造影剤(ソナゾイド)を使用した。 
【結果】 
良性腫瘍 118例、悪性腫瘍 62例であった。腫瘍最大径は良性が 39.8±17.3mm、悪性が 78.6±31.4mm、
深達度は良性が 5.7±2.9mm、悪性が 9.0±3.2mmであった(P<0.001)。エコー輝度は、良性の 73/118
例（61.9％）、悪性の 23/62例（23.1％）が均一であった(p=0.0017)。辺縁性状は良性の 12/118例
（10.2％）、悪性の 20/62例（32.3％）が不整であった(p<0.001)。PDのデータには良悪性間に有意
差を認めなかった。CDでは、造影前 感度 54.8%, 特異度 77.1%, 正確度 69.4%であったのに対し、





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 






軟部腫瘍にて当科を受診し、病理学的診断が確定した 180 例（男性 87 例、女性 93 例）を対象とし
た。超音波機器は Avius(Hitachi)を用い、造影剤は Sonazoid を用いた。評価項目として、グレイス
ケール(GS)で腫瘍の最大径、深達度、形状、辺縁性状、エコー輝度、信号パターンを、カラードッ
プラー法(CD)で Giovagnolio 分類（G 分類）による血流評価を行った。この G 分類では type III, IV
を悪性と定義した。加えて、パワードップラー法(PD)では、腫瘍内血流速度、抵抗係数、拍動係数
を良悪性間で比較検討した。 
組織学的に良性であると確定診断が得られたのは 118 例、悪性は 62 例であった。良悪性間に有意差
を認めたのは、グレースケールにおける腫瘍最大径、深達度、辺縁性状、信号パターンであった。一
方、形状やエコー輝度、パワードップラー法における血流の最高収縮期速度、平均速度、抵抗指数、
拍動指数では有意差を認めなかった。カラードップラー法では、造影前 感度 54.8%, 特異度 77.1%, 
正確度 69.4%であったのに対し、造影後は感度 86.8%, 特異度 67.6%, 正確度 74.3%であり、造影
剤を使用することにより、軟部腫瘍の良悪性に対する感度、正確度の向上を認めた。 
以上の研究結果は軟部腫瘍において、造影剤を用いた超音波検査は、従来法に比較して、良悪性判定
の精度がより向上することを明らかにしたもので、重要な臨床研究である。 
よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
